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実験 1 無菌的操作により ， J点j出iの尿道内にネラトン氏カテーテルを挿入し，その他端に水柱圧力計，
キモグラフを接続して臆脱内圧を測定，描記させ，次いで開頭後，大脳後頭葉を前外万に圧排し，骨性天
幕前面に沿って中脳背面より微小電極を刺入し， 50 CjS , 10 msec, 0.7""-'2.5 Volt，短形波の電気刺激を
行った。唯一回の刺激により腸脱弛緩反応乃至は，自発収縮抑制反応を得た時は，その刺激部位に直流通




































応を確認せる後，その部を電気的に破壊し，その猫を12 日 ""'-'21 日間生存せしめ，この領域よりの下降性経
路を Marchi 法により追求して，橋脳に至るを確認するとともに，その終末する橋脳領域の電気刺激が，
勝脱を弛緩し，あるいは，腸脱収縮を抑制するかを検し，次のごとき結果を得fこっ
(1) 猫の中脳臆脱運動抑制領域よりの下行性変性線維は視蓋橋路および視蓋網様織路によって，橋脳吻
側部の高さの同側橋核外側部並びに網様織腹外側部に終末する。
(2) 猫の吻側橋脳の高さで，橋核外側部あるいは被蓋腹外側部の電気刺激で，腕脱の弛緩または自発的
跨脱収縮の抑制を記録できる白
以上の実験的研究は，勝脱機能の解明に貫献するところが，少くないと思うの
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